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雜
.

錄

.

.
西
.比

醤

：の
經
濟
的
意
義 

,

.

-

.

s

i

,
 

,

3

四 

部
地
方
に
，向
つ
て
非
常
な
る
涟
氣
を
與
ふ
る
に
、
至
$
、

能
ば
ざ
る
画
雛
あ
.
&、
.斯
く
て
千
九
西
十
；一.

年
國
立
‘銀 

千
九
西
十
ニ

_
に
は
此
方
而
の
鐵
逍
エ
事
.に

從

事

せ

し

，
行
は
昝
町
村
の
間
に
股
菩
又
た
は
信
用
.に
關
す
る
小
#

•

.も
の
萬
を
以
'て
數
ふ
、
又
郵
便
、
及
電
信
局
は
此
鐵
遨：，

行
を
設

®
受
じ
.妁
.、
.國
立
姐
行
：は
是
等
の
小
银
行
に
對 

•

に
沿
ぶ
て
設
置
せ
：&
れ
.、
»
路

0'
新
說

.其
他
新
村
し
て
五
官
卵
乃
至
中
五

^
卵
を
限
^

貨̂
興
せ
し
が
、
、

：
.

落
、
新
移
往
地
は
是
等
、
停
軍
場
附
近
ド
發
生
し
、
幾 

一

©
等
銀
行
.の
內
に
は
漸
次
«
務
の
發
錄
に
つ
れ
て
、
一
、

多
の
.縦
山
一
師
ぼ
金
、
'
及
石
聚
の
«

脈
を
發
見
す
る
に
.忙

\
I
I

年
を
經
.過
：せ
ざ
る
S

K

或
费
ば
資
金
を
增
加
し
、.
或 

し
ぐ
.
"
.又
事
實
鐵
遨
線(

の
附
近
に
は
良
質
の
.炭
田
存
し
一
赉
は
株
式
組
織
.に
變
11

ム
忙
吾
人
が
俞
.は
述
べ
し
如
く 

.
黑
龍
江
鐡
道
は
是
等
の：

炭
田
ょ
h

其
供
給
を
仰
ぐ
乙
ミ
|

獨
立
0

營
業
を
有
ず
る
に
：至
6

‘し
も
の
な
り
と
す
。

を
約
.せ
ム
.、
又
浦
■
铧
に
於
け
る
市
街
電
氣
鐵
道
は
千 

一

_之
れ
を

.

要
す
る
に
、
：最
近
、
是
等
の
方
.面
に
於
て
大 

九
西
十
ニ
年
を
以
て
完
典
せ
り
。

.:\

な>
<
>

變
化
を
興
ふ
可
しi

l
r

へ
ら
れ
，し
も
の
ば
黑
龍
江 

.

中
九
首
十
二
年
に
ば
都
市W

村
落
と
：を
問
ば
ず
漸
次I

鐡
遨
、：
及「
ク
f

」

鐵
道
の
如
き
工
事
^

「

；
コ
ラ
ィ 

私
立
銀
行
が
政
府
の
援
助
：を
離
れ
て

»

立
す
る
も
の
多

j

チ
ク
ス
ク」
浦
鹽
' *

»

「

ァ

レ

キ

す

シ

ド

ロ

，
フ

ス
ク」

の

 

.

為
傾
向
を
生
f

る
に
'
至
れ
'ぅ
、
蓋
、極
策
方
面
に
於
け
る1

築
港
^;
事
等
な
レ
‘と
す
。
：
：

露
國
の
領
土
廣
大
な
るV

其
人
口
の
稀
薄
な
るVJ

、'

金
吾
人
は

最
後
：に露領極

東
方
面
と
米
國
と
の
通
商
關
.

,
融
機
關
の
太
中
心
ビ
小
巾
心
と
の
間
に
其
距
離
の
大
な
:

‘
係
は
就
き
.て述ぶ可し、蓋、兩
者
の
間
に
直
接
的
交
，

る
こ
.と
は
村
落
生
活
を
な
す
も
の
を
し
て
一
柳
有
事
の
通
を
有
せ
ざ
，

CV

し
こ
と
は
米
國
の
此
方
面
に
於
け
る
取 

場
合
に
於
て
充
分
に
银
行
其
者
を
刺
用
せ
し
む
る
こ
ビ
引
を
阻
害
ぜ
し
め
し
へ
こ
：.と
^

ら̂
ず
、
；故
に
来
國
に
し

て

此

方

面

の

；間

題

を

解

決

ず

る
.に

於

て

は

、

從

來

輸

入
 

せ

ら

れ

し

農

業.上
.の
機
.械

、

自

動

艇

ヽ

自

動

祺

、

製

材

：
 

用

機

械
'-
%
鑛

山

用

機

槭

、

「

コV

デ

ン

ス

ミ

ル

ク

」

等

は 

.K
に

大

な

.る

價

格

に

達

す

，る

に
.至
る
.可

し
、
.只
だ

是

等 

貨

物

取

引

を

し

て

發

達

せ

し

む

る

爲

め

に

は

以

上

述

、、
/ 

た
.る
直

接

的

連

絡.を

計

る

以

外

に

沛

鹽

港R
於

て

ゑ
®
 

人

の

合

同

的

代

趣

店

?:
設

ぐ

る > 」

，
ヒ

；
必

要

な
.
&
,、勿
If
、 

此

代

漣

店

の

中

心

入

物

は

露

語

と

露

國

の

事

情

に

通

曉
 

せ

し

苕

な

ら

ざ

る

可

か&
ず

。(

完)
：

，
_

:

高

城

#

〈

次
.
.郞

ご

：
：

•，
第

_

節

槪

霄

‘ 

\

.

I

融
通
階
級
內
に
於
け
，る
利
子
步
'合
は
、
其
階
級
內

婼
十
こ
卷• 

$

3

雜

:0
利
子
少
合
案
衡
，

に
現
存
す
る
融
通
資
金
0

爾
用
と
供
給
ミ
の
ム
：致
す
る
' 

點
に
於
て
定
ま
名
も
の
次
れ
ば
、
同
一
融
通
階
級
に
て 

は
資
金
の
«

借
;«

總
1:
:均
：|
.の

利

，子

步

合

を

以

て

籽

は 

る
"A

の
顧
向
%

有
ザb

v
j

看
做
す
乙
.ビ
を
得
可
し
？
さ
：，
 

|

れ
.ど
，、“
甲
の
融
通
職
級
.；に
.於

て

行

は

る

.
、
利

子

步

合

は 

乙
.の
融
通
階
級
.に
於
て
行
は
る
>利
：子
步
合
ヒ
如
何
衣 

™

る
關
係
.を
有
す
る
令
。
此
南
衮
は
常
に
平
衡
を
保
つ
も 

I

0

な
る
か
：、
將
た
文
各
々
其
讓
を
異)

に
す
る
も
0

な
办 

|

や
0

是
れ
莪
人
0
.講

寒

ん

：と

欲

す

る

所

な

$

と

す
0 

\ 

;旣

に
.再

三

本

誌

に

於

て

說

述

せ

る

が

，
如

ぐ

、

或

，一
定

<

一
®

±

地

，に

在

住

す

：る

.者
は
各
：々
輿
_財
產
、
職
樂
及
び
， 

用
等
を
•標
準
ビ
じ
て
數
個
又
は
數
十
個
の
織
通
階
雜
に.

Y

分
た
れ
、.
各
人
は
自
己
め
屬
.す
る
階
級
內
に
於
て
資
金
：
 

を
貸
借
す
る
‘

の
：な
れ
'ば
、-
刺
^

步
合
：が
.同
.1:-市

：町
村

 

の
各
階
級
間
に
‘於
て
は
.勿
論
ヽ
，谷
地
方
間
及
び
國
際
間 

に
於
て
^
多
少
の
高
低
を
示
す
、こ
^
あ
る
可
き
は
常
然 

f

と
す
。
如
何
と
な
れ
ば
、，
假
ぅ
R

純
利
子
步
合
が

笫
六
號 

一H
五
、



— 

w
 
ハ
 v

r,v.t 
ノ

',
'
:
:
•
 
y 

.
c
r
K
^
r
v
x
p
f 

:
.
c
:
,

/?
n
/
;::
n;
、
ぐ

：;̂
.
,丨

i

{

i

f

 

i
 ,

(

ス

四9
:
 

d

.

\

錄
.

.

利

子

炎

令

の

.
•
平

衡

‘各

地

方[[
|
]及
.び

谷

階

敝

間

に

游

，て

全

然

同

.
な
b

と

す

、 

る
も
、
甲
地
方
又
は5

-

階
級
の
資
金
供
給
密
が
乙
地
方 

若
し
く
は
乙
階
級
の
資
金
供
給
* .

ょ
&

も
高
率
の
保
險
- 

料

及

び

手

數

料

求

す

る
乙
ビ
ぁ
る
可
け
れ
ばな

-
o

 

例
べ
ば
、
東
京
沛
0
.商
業
銀
行
枝
«
用
の
確
實
な
る
願 

客
に
'»
し
年
称
七
入
分
の
金
利
を
以
て
资
金
を
融
通
せ 

る
に
も
拘
ら
す
、
同
市
に
於
げ
る
個
人
問
の
貨
借
が
年 

剑

j

割
以
下
に
て
行
は
る
-、
こ
V
J
.
M
る

稀
な
^N

と
す
。

j 

斯
ぐ
の
‘如
く
、
利
子
^

合
は
一
定
の
時
に
於
て
は
各I 

融
通
階
級
間
に
於
て
多
少
.の
®
き
を
維
持
す
る
も
の
な 

れ
ヒ
も

■此
等
の
各
々
其
率
を
異
に
せ
る
^

子
步
合
は
常I 

に
或
る一

定
の
制
限
內
に
於
て
ホ
衡
點
を
求
め
ん
^
す 

る
の
傾
向
を
有
甘
6

0
是
れ
尙
ほ
倜
一
货
物
が|

定

の
| 

地
方
に
於
て
は
同
一
の
惯
格
に
て
喪
買
せ
ら
る 
>
の
傾 

向
を
有
す
る
に
異
な
ら
ず
。
3

れ
ば
、
吾
人
は
今
や
進 

ん
.
で
利
子
步
合
が(

一
)

同

1

地
方
の
融
通£

級
間
に
於 

て
、(

ニ)

地
方
問
に
於
て
、(

三)

國
際
間
に
於
て
各
々

. 

-穷
六
雛
ノ 

：：5
1
:六
ン

其
率
を
屬
に
す
名
所
以
を
探
览
す
る
と
闾
時
に
如
何
な 

る

雜

ま

で

利

，
率

：

.の
^
衡
が
實
現
せ
ら
る
ゝ
も
の
な
る
か 

を
關
明
せ
ん
ビ
欲
す
。

，第U

節

同

J

地
方
の
融
通
階
級
間
^
 

於
け
る
於
时
恣
利
率
の
養
異 

-

全
然
品
®

を
同
ふ
せ
る
或
る
貨
物
が
同I

の
市
町
村 

內
に
於
て
は
同一

の
價
格
を
以
て
寶
買
せ
ら
る
、
の
«
 

向
あ
る
は
玆
に
.喋
々
す
る
の
要
：を
見
ず
。
例
へ
ば
、
假 

ぅ
^

同
質
の
右
炭
：栌
福
岡
市
に
於
.て

べ

噸

十

圓

に

：て

寶 

却

せ

ら

る

、

に

拘

ら

す

東

京

市

芝

®

に
於
て
は
|
1十
圆 

の
.價
格
を
維
持
す
^

Z
ビ
あ
-

C
V

と
す
る
も
、
神
的
區
に 

於
て
同
種
み
■石
炭
が
十
五
圓
又
梂
ニ
十
五
圆
に
て
取
引 

せ
ら
る
、
こV

J

な
か
る
可
き
は
理
の
當
然
な
b

i

,す
。 

然
る
に
利
子
步
合
が
同
一
地
方
に
於
て
も
貨
物
の
價
格
：
 

の
如
く
與一

の
^

を
雑
持
す
る
こ
^

な
き
は
何
故
な
4
 

ゃ
。

•

：

惟
.ふ
に
、
若
し
«

を
の
貸
^

に
㈣

^

の
危
㈣

夂
は
繁

殷
な
る
手
數
の
伴
ふ
こ
と
な
ぐ
、
利
子
^
合

が

從

-
.
タ

て 

資
金
の
使
用
其
物
に
對
す
る
支
拂
の
み
に
依

b
て
、
即 

ち
所
掛
辄
萍
^
を
摇
#》」

て̂
定
ま
る
も
の
な
b VJ

■せ 

ば
、
同
一
地
方
に
於
け
る
資
金
の
®
借
は
總
て
同
一
の 

步
合
を
以
て
行
は

る

可
き
な

6
0如
何VJ

な
れ
ば
、

.S
6
. \ 

に
咿
融
通
階
級
に
於
て
は
年
利
.五
分
、
こ
階
級
に
於
て
一 

は
.七
分
、
丙
階
級
に
於
て
は
一
割
に
て
資
金
の
貨
借
が| 

行
は
る
、
こV 」

あ
り
ど
せ
ん
か
、
新
た
に
資
金
を
貸
付 

け
んW

欲
す
る
潘
は
丙
階
級
に
於
て
之
を
行
ひ
、
•資
金 

の
缺
乏
を
感
す
る
者
は
甲
階
級
に
於
て
之
が
融
通
を
仰
一 

ぐ
，可
き
を
..以
て
、
丙
階
級

R
於
け
る
資
金

0
,供
氣

增

加\ 

し
て
利
子
步
合
を
低
下
せ
し
め
、
又
甲
階
級
に
於
け
る\ 

資
金
の
l
ml
.用
膨
脹
し
て
利
子
涉
合
を
昂
騰
せ
^
む

る

の| 

結
规
士
し
て
ヽ
_同
地
方
の
金
利
は
：伞
均
せ
6
れ
て
乙
®.
. 

級
に
於
て
行
は

3
、
利
率
即
ち
七
分
內
外
に
落
付
く
に 

至
名
可
け
れ
ば
な
り
。
否
、
上
叙
の
，假
定
の
下
に
於
て

.

瓜
同
地
の
金
融
界
は
.勝
多
の
融
通
階
級
k
分
た
る
、
こ

な

C

|

貨
惜
者
0
.
全
部
：は
單」

R

,

T
細
の
融
通 

階
級
を
構
成
し
、
此
處
R

行
は
る
、
利
子
步
合
も
f

 

ー
«

に
：過
ぎ
ざ
る
可
し
。
 

.

又
、
假
6

R
貨

借

に

多

少

の

危

贬

及

び

手

數

の

.伴
ふ 

も
の
あ
h

と
す
る
も
、
若
し
此
兩
者
が
總
て
の
場
合
に 

於
て
全
然
同一

の
程
度
の
も
の
な
i

s
せ
ば
、
上
述VJ 

痏

1

の
現
象
を
^

す

可

し

。
。例
へ
：
ば

、

純

刺

子

は

申

に 

於
て
五
分
、
乙
に
於
て
七
分
、
丙
に
於
て
一
割
な
る
も 

此
外
に
谷
階
級
を
通
じ
て
二
分
®
保
臉
料
及
び
一
分
の 

ザ
數
料
の
授
受
せ
ら
る
、
結
果
と
し
て
、
實
際
に
契
^
 

せ

ら

る

、
利

子

步

合

ぱ

左

，表

に

示

す

が

如

く

用
階
級
；'
パ
::
s

'W

階
級
一 

:

五
分
：
.

i

一
 

割 

二
分
：
：

..■ 

ニ分
：.

■ 

二
分 

1

分

へ

へ

.一
:

分

『

分
丨 

八

分

1

割

1

觀
1
系

純

.尤

子
 

保
，
險

，

「

料 

手

數

料
 

實
M

步
合

.
第

十

二

卷-

(

八

四一
)

錄

，利子
沙
合
の
平
衡

.

甲
階
級
に
於
て
八
分
、
乙
‘階
級
に
於
て
一
剡
、

w

m

.

.

.
 

..... 

.

.

. 

.

.

.

.

,

.

第六激ン一三七

‘



$

5

.

(

八
，四11

)，

雜
.
.
.
錄
：

科
子
步
合
0

平
衡
：
 

.
級
に
於
，て

1

割
三
分
な
と
せ
ん
か
、
甲
階
級
に
於
け
.
. 

る
資
金
の
需
用
は
當
然
膨
脹
す
る
.

v
j

同
時
に
其
肫
給
は 

減
少
し
、
又
丙
階
級
.に
於
て
‘は
之
允
正
：反
對Q

現
象
を 

S

す
|

5

^
杞
由
か
、
此
場
合
に
於
て
4

動
借
が
.全
<.
-

安) 

全

に

：
し

.
て

且

つ

何

等

の

.率

數

を.要

，せ

，
ざ

る

：
際

i

同
じ
；
 

く
、
利
子
#

合
の
平
衡
を
觀
る
に
至
る
i

の
な
ゲV

J

す
。

然
-

^
V
雖
も
、
日
常
實
際
に：
行

は

る

、
資

金

'
の

貸

借 

に
は
幾
分
か
の
，危
險
と
#

數
と
を
伴
：ひ
、
而
か
も
此
兩 

漭
は
殆.

ん
ど
各
貸
借
每
に
多
少
其
程
度
を
異
に
す
る
，も
. 

の
.
に
し
て
.
、
且
つ
各
都
市
又
は
町
村
に
於
け
る
資
金
0
 

®

用
者
並
に
供
給
著
は
.：上
述
の
如
ぐ
職
業
、
財
產
、
信 

用
等
を
標
準W

し
て
幾
多
の
融
贩
隙
級
に
分
た
れ
、
备 

需
用
遨
又
は
供
給
者
は
其
の
®

す
る
階
級
に
於
て
1

_

 

を
貨
借
ず
る
も
の
な
，る
.
を
以
て
、
同

i:

の
都
市
又
は
町 

村
.に
於
て
各
々
率
?:
異
に
す
る
數
猶
又
は
數
十
輝
の
利 

子
步
合
の
，
行
は
る 
> 
は
自
然
の
勢
な
り
ど
す
。
而
し
て 

1::.

都

市

に

於

，
け

る

利

子

步

合

が

最

高

$

最
©
を
の
目
に

第
六
挪

三
八

數
资
に
'
上
.る
.

_
ぎ
を
里
せ
.：る
こ
y
j
.
mな
6

.
と
せ
^

。

.&
■ 

に
揭
ぐ
る
表
.は
大
正
六
年
八
月
中
東
京
市
.に
：於
1:
行
は 

.れ
た
る
諸
種
の
利
子
*

^

を
示
す
も
の
な
6
,
^
0
す
。
 

東
京
市
に
於
け
：る
諸
_

办
：利
子
步
へ
ロ 

.

貸

借
0

观

類

常
座
.
頸
金 

牿

別

當

座

預

金
,'
■ 

定

期

頸

.
'金
：
 

那

，
侦

.
_
頌

金
 

#

通

0

金

T1  

か

手
形
割
引

手形'貸付六
分
玉
厘
第
ヒ
间
. 

聽

社
.债(

利
廻
.
V

當
座
预
金
贷
越■

證
#
 

0

付

個
人
間
.の
不
_
產
贷
付

恩
：，

「

給
'
^
付

〇

。3£
四

o

a

r

T

1

〇

一• 

I

P

7

0

ニ 

7
 
ニ

〇 

1

•
六

六

9

四

三

0

三

三 

〇

*
四
四
一 

◊

四

四

——
o

六

六

〇
*
四

九

o

六

八 

o

四

〇

o

七

五 

◦
•
七

玉
7

〇

九

1 

M
I
.
O
.

1 

A
CP

至乃

1£

話

贷

■
.付 

-

-
r
^
« 

r

!

I 
ニ
©.11C

X

質)

隹

贷
#

I
 

I

,-
•
〇

〇 

備
•

1

>
常

座S

金
、
特
別
當
座
预
金
、
忠
期
预
金
V

普
姐
貯
金
、
手
形
割 

引
、
手
形
贷
饳
、
當
座
瑣
金
贷
越
、
骑
券
贷
付
の
八
種
に
對
す
る
利 

.
子
歩
合
は1

>
報
」

第
千
六
瓦
十
四
號(

大
正
六
年
十
二
月
十
，八
a

贤 

行)

.に
發
表
せ
.ろ
大
藏
翁
の
調
'證
|:

係
る
大
正
六
年
八
月
中
の「

金 

刺
货
況J

に

摅

气
.其

中

常

座

预

金

'

手

形

割

.3
1
、

手

形

贷

付

及

'ひ 

證
券
贷
付
步
$

it

大
蔵
#

の
調
谱
に
1:

は
•M
^

^

s

sて
示
せ
る
も
、

右
炎
に
於
て
は
他
と
の
比
較
^

侦
に
す
る
爲
め
に
之
‘
年
利
に
換
第

、
' 

?

o

:

,

ニ
、

菸
高
並
に
最
低
の
ゴ
ー
ル
步
合
は
：r

銀
行
通
信
；

u

 

2

ハ
十
P1
1

卷 

界
三
西
八
十
三
號(

大
疋
六
年
九
月
ニ
十
R

發
行)

.所
載「

來
京
の
金 

融」
(

:x

正
六
年
八
另
ヾ
と
M

す
^
0f!
L

讲
に
缺
る
。
平
均
步
合
は
此
雨 

渚
か
稱
に
卒
均
せ
し
も
の
众
リ
* 

, 

,

ーニ、
：：個
人
間
の
不
動
跑
贷
付
利
子
ポ
£
=木

勸

業

銀

行

の

.
|
瓷

に

係

石

大 

.

正
六
年
十
_
ー
刀
中
の「

全
國
不
励
鹿
抵
當
挞
付
金
利
調」

|:

據
る
。
此 

.

調
^
に
載
マ
る
步
令
は
张
京
府
下
0-
平
均
な
る
も
，
假
リ
に
，は
部
|- 

於
て
も
同
一
の
#

合
が
行
は
れ
し
も
の
土
し
て
麻
爽
|-
收
鲦
ゼ
リ
0' 

四
"

恩

輪

货

付#
合

，は

市

內

に

於

て

恩

給

^

牴
常
と
.し
ズ
金
錢
‘
货
與 

す
ろ
こ
と
か
業
務
と
せ
る
臬
附
替
店
の
饶
槳
案
内
抑
|:

摅
る
0 

沉
、

§

1

贷
付
步
介
は
ポ
內
1:

於
ズ
旣
淡
又
&

敵
中
の
促
詁
4>
抵
常

洛

十

二

卷
.

.A
H

H)

雜
.

錄 

'利
子
が
合
の
平
齡

'
，
ぜ

し

所
！：®

,

へ 

-

i 

.

.

.

.

.

.

.

. 

•

■
此

利

子

步

合

表

は

決

：し

ャ

大
疋
丄
ハ
年
八
月
中
東
京
市

「 

一
S

で
行
ほ
れ
た
る
總
て
.の
資
金
齜
®

の
利
子
炎
合
?:

I

網
羅
せ
る
も
办
に
非
ざ
る
が
：、
同
表
に
示
し
た
る
諸
種 

の
金
利
步
合
の
み
！2
就
き
て
之
^

論
ず
る
も
、
最
低
步 

I

合
は一

分
：<

厘
に
，し
て
最
高
步
合
«;

三
割
な
.各
を
以
.て 

兩
潘
の
開
き
ば
尙
ほ
ニ
挪
八
分 
一一M.
R

上
.れ
6

。
尤 

I

普
a

低
利
を
以
て
行
は
：る
、
預
金
は
龜
例
貨
付
岑
稱
せ 

I 

&

る
\

資
金
の
融
通
と
は
其
性
質
^

於
て
多
少
異
な
&
 

た
る
所
&

る
於
故
に
、
姑
ら
、ぐ
之
を
_

外
し
て
、
單
に
.
. 

所
謂
貨
咐
步
合
.の

み

に

就

き

：て

之

^

觀
る
に
.、'r

コ
ー
丨 

ル』

貨
備
步
合
の
四
分
八
廑
を
最
低
を
し
、質
星
貨
忖
*
 

合
0

1
~1
:割
5:
:
最
高
ミ
せ
る
?:

以

て

_、

其

差

尙

ほ

一

一

割

五 

分

一.
j

Mib

當

る’
■を

見

る

な-

O
V
O
.

 

. 

■ 

.

斯
ぐ
の
如
く『

コ
ー
ル』

貨
借
涉
合
が
質
屋
贷
付
步
合 

に
，對
し
て
一1

割
五
分
の
開
き
を
維
持
せ
る
は
主V」

し
て

第

裔

一

三
九



I

P

) 

’
 

_
 

.
 

r

r

"

i

/

/
 

v

s
i
i 

, 

/
 

,
,

I I

I

r̂ T̂ '

.

/
• 

\ 

» 

- 

»
: 

. 

■

*
 

V

 

. 

< 

* 

f 

.

I -：

十

翁

I F

J

ni

瑢
十
二
猪

(

八
四四

)

雜

錄.

利

子

步

合

_

銜

,

ル
4

«

借

に

俾

ふ

手

數

と

危

險

と

が

，質

屋

©

付
^

. 

比
し
て
遥
か
.に
僅
少
な
る
の
.事
實
に
基
く
も
の
な
b

と 

す
。
.此
雨
種
の
货
借
は
擔
保
付
な
る
の
點
紀
於
て
相
類 

似
せ
る
所
な
き
に
し
も
あ

ら
ざ
れ
ど

も

、

其他
の

庙

中

ぃ 

に
於
て
は
大
に
其
性
®

を
興
に
せ
6

0(

第
二)

『

コ
ー 

ル』

貨
借
に
用
ひ
6

る
、
擔
保
は
有
價
瞪
界
に
し
て
、
、
. 

俏
手
が
偾
務
の
®

行
を
怠
り
た
る
と
き
に
は
、
债
權
潘 

は
度
ち
に
擔
保
品
を
责
却
し
て
貸
付
元
金
を
冏
收
す
る 

乙
ど
を
得

る
に
反
し
、

®

M

業

潘

が

其

顧

客

ょ

ぅ

受

領
 

す
る
擔
保
品
は
貴
金
^

^

品

、

衣

類

叉

ゆ

其

他

有

;«
ば 

券
に
比
し
て
即
齊
の
困
難
な
る
性
質
を
備
ふ
る
物
品
な
，j 

る
を
常
ど
す
る
を
以
て
、
容
易
に
*
付
元
金
を
囘
收
す 

る
こ
ど
を
得
す
。.(

第
二)

所
！

i

質
種
の
鑑
定
、
保
管
及
ひ
一 

保
#

上
の
手
敗
ど
截
用
と
は
有
價
^

券

に

於

け

る

も

の
 

、
比
に
非
ず
。(

第
三)『

コ

ム

』

資
金
の
融
通
を
仰
ぐ 

潘
は
多
ぐ
取
引
所
の
伸
H

人
等
に
し
て
多
少
の
資
產
も 

あ
.
b

金
融
界
に
於
て
相
當
の
信
用
を
有
す
る
者
な
る
が

第

裔

一
四
〇

る
>*
し

.

故
に
擔
保
品
に
就
き
て
.
僙
權
者
か
太
損
失
を
受
.

ビ
殆
ん
ど
絕
無
な
石
！̂
反
し
ハ
質
屋
の
顧
溶
は
主
ど
し 

て
-無
资
產
階
級
に
風
す
る
者
に
し
て
徳
義
心
を
缺
け
る 

湛
も
少
か
ら
ず
。_# -

つ
て
、，
質
種
ビ
し
て
提
供
せ
ら^ 1 

た

る

物

品

が

往

々

に

し

て

贼

品

な

る

こ

ビ

を

發

見

^'
ら 

れ
、
質
屋
業
恶
が
不
測
の
损
失
を
蒙
る
こ

V
J

稀
な
ぅ
と 

-

せ
ず
。(

第
四)『

コ
ー
ル
‘

』

貨

借

の

金

額

は

 

一
ロ
數
W

IB
1

 

又
は
數
千
圓
に
上
る
を
常
ビ
爲
す
が
故
に
貨
付
金
额
に 

.

比
し
て
貸
付
の
手
數
少
き
ぬ.反
じ
、
質
屋
の»

出
ば
.少 

額
な
る
を
以
て
貸
付
の
手
數
比
較
的
穸
し
-

。(

第
五)

最 

後
に『

コ
I

ル』

の
贷
付
莕
は
此
特
秫
の
贷
借
の
性
®
上 

何
時
た
b

.

ビ
も
偾
務
漭
に7 C

#

の
返
濟
を
耍
求
し
得
る 

に
‘

反
し
、
質
屋
業
漭
は
此
權
利
を
，有
せ
ざ
る
を
以
て
、

後
渚
に
對
す
る
®
付
の
危
險
は
前
漭
に
對
す
る
夫
れ
に 

比
しV
幾
倍
な
る
か
を
知
ら
ざ
る
な
.
.

5
。

此
等
數
個
0
事
情
の
爲
め
、
質
屋
槳
教
ばr

コ
ー
ル』

' , 

の
貨
付
遛
た
る
鈒
行
業
考
上
り
は
迤
か
に
多
額
の
手
數
.

料
並
.に
保
險
料
を
徵
收
せ
ざ
る
を
得.ず
。
是
れ
即
ち
k 

£
六
年
八
月
^

«
京
市
に
於
て
行
は
れ
た
る
爾1
の
®^
. 

if
w

R
一
 
ー̂

五
分
の
利
賴
を
呈
^
た
.
.る
所
以
な
&
と
す 

他
の
利
子
涉
合
に
就
き
て
云
ふ
も
亦
之
と
同
じ
く
、 

,

『

コ

ー

ル

』

步

合

が

‘
四
分
八
屉
な
る
に
對
し
、
當

座

预

金̂ 

貨
越
が
六
分
4

、
個
人
s

s

_

保

暮

步

合 

が
一
沏
〇
九
通
ヽ
又
、
恩
給
贷
付
が
一
割
八
分
を
雜

持

せ

| 

し
は
各
栩
の
贷
借
に
伴
ふ
手
数
並
牝
危
儉
の
码
度
が
異

| 

‘
れ
る
に
基
く
も
の
に
外
な
ら
す。
. 

.

第

彐

節

间

f

地
方
陀
於
け
る
利
率
の
举
銜\ 

前
^

^

於
て
輪
述
せ
る
が
如
く
、
同

I

市
町
付
內
.に

| 

於
て
行
は
る
、
貨
借
は
融
通
階
級
間
に
於
て
其
利
子
の|

.
步
合
を
異
に
す
る
も
の
な
る
が
、
各
融
通
階
級
に
は
超
一 

ゆ
可
か
ら
ざ
る
隙
鹽
あ
り
て
、
利
率
は
谷
階
級
內
に
於 

け
る
将
柳
め
w -

愦
に
依
り
て
宛
ま
り
、
他
の
階
級
內
に 

於
け
る
資
金
の
需
給
關
係
の
，爲
め
に
何
等
の
影
響
を
聚 

む
る
こ
,

な
き
や
。
游
，し
又
、之
^

反
し
て
、各
踏
»
内
丨 

^

: i
--
«

.

'

:;A
g

‘
s

:'

雜
‘

、
•
，錄
;■
■

'
利
子
步
合
，の̂

銜
.
.
.

に
龄
け
る
資
金'

の
爾
給
關
係
货2 ;

ぱ
他
の.

階
雜
の
：金
響 

を
左
右
ず
る
も
の
な6
と
す
せ
ば
、
其
影
響
の
•程
度
ば 

粜
し
て
如
何
。
是

れ

吾

人

の

次

に

砌

明

せ

ん

と

欲

す

る
 

所
な
り
ビ
す
。

 

:

...

假
り
に
、
谷
融
通
階
級
に
®
す
る
潜
が
常
に
其
の
階 

級
內
に
於
て
資
金
.を
贷
借
し
、
如
何
な
る
®
惝
ぁ
り
ビ 

す
る
も
、
決
し
て
他
の
階
級
ょ
り
資
金
の
供
給
を
仰
ぎ 

或
は
又
他
の
階
級
に
對
し
て
資
金
を
融
通
す
る
が
如
き 

と
絕
體
に
な
し
ビ
せ
ば
、
各
融
通
陂
«
內
の
利
子
步
合 

は
全
く
他
の
階
級
ビ
.は
獨
立
に
定
ま
る
の
綠
*

マ

」

し
て 

同
：

T

地

書

：於

け

る

利

子

步

合

栌

最

i®
:
«:
ビ

最

低

率

ビ
 

の
間
に
甚
し
き
開
き
を
維
持
す
る
i

と
あ
る
可
し
。
电 

の
理
は
第f

圖
に
示
す
所
に
依
6

て
明
隙
な
5

ビ
すo 

;.

獨
啦
甲
、
焱

_

1個
0:
水
權
ぱ
ー
ー
砺
の
融
通
階
双 

を
表
は
し
、
各
其
內
部
の
水
ぱ
資
金
-0

貨
借
额
を
示
し 

水
槽
上
に
現
は
る
、
顧
柱
の
部
分
は
手
數
料
並
に
保
險 

和
の
合
#

の
"
率
を
指
示
し
、
水
|齡
>
^
办
水
柳
上
藍
ま
で

‘ 

.

2

ハ
挪.

'

四
！



姑
十
二
卷(

八
四
六)

雜

錄

利
子
歩
合
の
平
銜

の
圓
柱
の
距
離
は
純
利
子
步
侖
を
淤
ば
すV

J

假
定
せ
ょ
.

甲
て

1

然
&

ば
、
.各

水

槽

的

の

永

面
.ょ

办

麗
0

頂

端

に

至

る

.
',
.

、

站
六
-號
-

5

 二

职
離
饮
各
融
通
階
級
內
に
於
け
る
總
利
子
步
旮
を
表
は 

す
も
の
な
：
b
 V

)
®

做
す
i

を
得
可
し
.
。
從
つ
セ
、
游
し 

水
即
ち
資
金
の
供
給
が
，.成
る
旅
四
の
爲
め
に
咐
加
し
典 

水
面
上
昇
せk

、
.

水
槽
の
上
.蓋
必
0

間
の
距
離
縮
少
す
へ 

る
ヰ
㈣

時
に
、
7J
C

W-
^

圓
tt

の
頂
點
る
の
間
の
距
離
も 

亦
減
.少
t;

可
し
。
へ
換
言
ず
れ
ば
、
資
金
：の
.需
用
に
何
等 

©

變
動
な
く
し
て
、
其
の
供
給
：の
.
.み
®

加
せ
ば
、
刺
子
步 

合
は
#

然
1>

落
す
る
に
至
.を
な
悅
。
然
る
に
圖
中
の
m
 

乙
、
丙
三
個
の
水
槽
'は
释
命
獨
立
也
る
も
の
に
じ
で
、 

此
水
權
間
^
於
て
何
等
取
準
を
調
和
す
る
も
の
な
き
が 

故
に
、
各
水
糟
內
の
，水
準
は
失
れ
—

-
特
秫
の
事
情
に 

依
b

て
定
ま
み
、
他
の
水
槽
內
：の
水
準
と
何
等
の
關
係 

を
有
せ
ざ
る
の
結
舉
？
しV

、

_

中
に
示
す
が
如
く
、
：
 

甲
の
水
面
が
乙
に
.
比
し
、
乙
の
水
®
が
丙
に
比
し
て
高 

位
を
保
^

芑
‘
と
か
る
な
り
。
換
言
す
れ
ば
、.
融

懸

級
 

間
に
於
で
K

#

供
^:

ゆ
聯
絡
*

き
際
に
ば
、
純
利
.子
.步 

合
の
間
夂
開
き
を
生
^

>

、總
利
_

步
合
の
懸
|1

が
自
ら

^

れ
，丈
け
®

階
級
間
に
•
於
^

著
し
く
現
は
.る
W

0 ,
な 

I

す
o

然
j
 V

雛
も
、
實
際
に
'
は
、

,R
1

f

市

^

村
内
こ
办
ヽ
け 

る
各
融
通
階
級
は
他
の
®

M

ビ
の
間
に
資
金
鮮
給
の
聯 

絡
を
有
す
る
も
の
尨
る
を
以
て
、：

純
利
子
步
合
は
各
階 

級
を
通
じ
て
同
率
を
保
つ
.
の
傾
向
を
有
せ
b

。
盖
し
資：

\ 

金
の
需
給
者
は
出
來
得
る
限
ヶ
低
利
.に
て
資
金
0'
l
il
.
通 

を
仰
き
或
は
出
來
得
る
限
，

o

高
利
^

て
之
を
®.

與

せ

ん™

基

む

可

嘉

普

、
■

は

蒙

の

比

驚

低

き

處

.

ょ
6

比
較
的
高
き
階
級
に
流
入
す
る
を
以
て
*

$

。
而

I

 

力
も
資
金
の
供
給
者
が
利
子
の
高
低
を
觀
察
す
る
にI

 

當
6

て
顧
盧
す
る
は
總
利
子
の
步
合
に
非
す
し
て
*
申 

命
荆
子
率
の
み
な
名
こ
ヒ
を
記
憶
せ
ざ
る
可
ら
す
。
蓋 

し
雜
利
子
.
に
含
ま
る 
>
 
保
險
料
並
に
手
數
#

は

债*
.

衰
の
貸
借
上

の
費
用
及
び
損
失
を
補
償
す
.る
R

過
ぎ
ざ 

る
も
の
に
し
て
、
偾
權
潘
が
資
金
の
«
^
に
對
し
て
收 

鈉
す
る
眞
正
の
報

酬

、は
純
利
子
に
外

な

ら

ざ
る
を
以
て 

.

齡
在
.

】

盤
ヒ
：

利
千
设
合
の
；暮

：

な
ぅ
。
さ
れ
.ば
、
假
A

に
或
るJ.
時
的
の
特
齡
M

0

0
 

爲
め
甲
乙
.、
內
の
融
酿
階
級
に
於
け
る

利
子
步
合
が
在 

の
免
&

變
調
?-
.

呈
す
る
こ
；？
あ

す

る

^
,

融
通
階
級
'

pf
f

i

®
4$
並

_
_
子
ノ
總
利
子 

-

數
料
：

，
步

合
.
' 

步
令

.甲

.

r

分

三

分

四

分

乙 

’ .
: .
H

五
：
.

.

八 

F
 

'

五 

八

，

j

三 

纏
て
階
級
間
に
於
妙
る
資
金
.
流
動
作
.
用
の
結
*

と

し

'

て
左
の
免
く
^
.
子
步
合
が
_

節
せ
ら
る
.
、
R

M

る
可

し
。
.

：
' 

,

融
通
I

I I
I

並
：

|
|

子

|
|

子
ノ 

'

甲

：
‘

)
1

分

I 

"
五

分

六

分

a
 

' 

:

三

：

' 

五
：
' 

.

八 

.

丙
. 

五
；-

五
：
.

.

，
1

0
 

以
上
論
述
せ
石
所
は
下
に
撖
ぐ
る
第
ニ
閫
を
參
照
せ 

ば
S

に
ー
層
明
瞭
と
な
ら
ん
か
。

,

s

,

,

，.
.
.
第
.六

號

:
.1
四
3
.

、



,

第
- £

1怨

(

A

四
八)

1

雜

錄

利

子
^

合
の
平
衡
.

圖
中
'

S
-
、
.

乙
、
丙
の
.永
槽
は
水
平
‘に
裝
锻
3

れ
/2

る 

圓
管
を
以
て
接
績
3

れ
、
三
個
.の
冰
槽
內
に
於
け
る
水 

は
自
山
に
此
圆
管
を
通
じ
て
流
®

す
を
結
果
ビ
し
、て
、 

芥
水
槽
內
の
水
準
は
他
の
水
權
內
に
於
け
る
水
取

と

常
 

に
^

衡
を
保
つ
の
傾
向
を
布
せ
&

。.
資

金

も

亦

佌

等

、水 

槽
內
に
於
け
る
水
マ
し
同
じ
く
各
融
通
階
級
間
に
於
て
自 

山
に
流
動
す
る
も
の
な
る
を
以
て
純
利
‘子
步
合
は
常

に 

谷
®

級
間
に
於
て
^
衡
を
保
つ
の
傾
向
を
有
す
る
も
の 

な
.

c
\

 <yj 

す 
o

最
後
に
、
純
刺
子
步
合
は
•斯
く
の
如
く
同一
地
方
に 

於
て
^

準
?:

維
#
-
す
る
の
傾
向
-̂

有
す
る
.
も
の
な
b

x
 

雖
も
、
各
融
通
階
級
間
に
於
け
る
貸
借
上
の
手
數
ビ
危 

f

の
相
違
が
持
續
す
る
限
b

、
'
艫
利
子
步
合
が
同『 

市
町
村
內
に
於
て
均一

S

な
る
こ
と
な
き
毛
の
な
る
を 

,©
;

却
す
可
ら
ず
。
是
れ
圖
小
に
於
け
る
水
糟
の
圆
柱
の 

畏
さ
が
變
K

せ
ら
れ
ざ
る
限
b

、
各
水
槽
內
の
水
面
ょ 

>

圆
柱
：の
頂
點
ま
で
の
虹
離
鉍
永
南
办
高
低
に
枸
ら
ず

.

第
六
號 

.致
す
る
こ
と
な
き
に
.
同
じ
？

'

一
四
四

葬

第
四
節
地
方
間
犯
於
时
る
利
子
步
合
. 

の
卒
衡

同

一

地
方
•に
在
り
て
は
純
利
子
步
合
が
#
融
通
階
級 

m
m
.に
於
.て
平
雄
®
を
求
ひ
る
の
傾
向
を
有
す
る
も
の
な 

る
こ
と
は
前
述
の
如
く
な
る
が
、
¥

地
方
と
乙
地
方
と\ 

の
間
に
於
て
'も
此
作
用
の
行
は
る
、
も
の
な
る
か
。
是

\ 

れ
菩
人
の
次
に
知
ん
ど
欲
す
る
所
な
り
ミ
す
。
.
段

り

こ

\ 

甲
乙
雨
地
方
間
に
於
て
全
く
何
等
の
交
通
又
.は
取
引
の

| 

行
は
る
、
こ
と
な
く
、
各
地
方
の
住
段
は
互
に
他
の
地j 

方
の
.經
濟
事
情
に
就
き
ー
.て
何
等
聞
知
推
察
す
る
所
な
&

力
.
.
又
假
3

R

是
れ
在
6

、ヒ
す
る
も
、
兩
也
方
”

.の
*

| 

弓
が
全
然
禁
止
せ
ら
れ
居
.る
，
ビ

せ

ば

、

贫

地

方

化

於

け

|

.
る

利

子

步

合

は

其

の

地

方

#

有

の

資

金

需

給

關

係

に

K

\ 

h

v

装

ま

ぅ

、
.
他

の

地

：
方

，

I

於

け

る

金

融

狀

態

：の

影

響

.

を
.受

く
る

こ

，

V
J

な

か

る

可

し9

日g

れ
尙
ほ
.同

|

地
*

に 

於

尤

谷

融

逾

階

級

間

に

資

金

流

動

の

作

用

行

は

れ

ざ

る 

場

合
に
利.子
步
.
合
：が

各

階

叙

に

於

て

獨

立

に

定

ま

，る
％

■' 

想
十
一.S

:

八
.

1

.̂;
'
:

香
'
.
.
.
,
錄
へ'
1̂
:蒸

合̂

羅

；
.



齚
十
ニ
猪
‘(

八
驼
〇
v

雜
.
.
錄
.

, '

刺
子
步
.
合
の̂'
銜 

の
» -

る
记
異
な
' £
>
'
ざ
る
な
.
'り
0-
德
三
圖
は
此
•
關
係
.を
示
. 

す
•
も
の
な
，-

C
v

と
す
。
 

, 

*
:
» 

，
圖

中

の

水

枬

八

、

B

、
C

は
水
管
を
以
て
接
續
せ
ら 

:

る 
>

 

が
^

杞
膂
な
| «

__
.

の
水
準
を
：保
て
^ .
:

?

水
槽
ぬ
、

E

、
卩

に

就

き

て

云

ふ

も

亦

同

じ

。
さ
れ
ど
此
一
一
組
：の
水 

«

11
«

14:ば

：接

績

管

の

裝

置

を

缺

く

妒

爲

め

に

ヽ

1 1

中
に
，
 

示「

す

が

如

ぐ

、

甲

組

に»

す
る
.
冰
«

內

の

氷

準1

か 

に
乙
組
の
水
準
ょ
4

高
き
に
拘
ら
す
、
水
が
甲
組
ょ
ぅ
；
 

乙
組
に
流
入
し
て
、
爾
澈
に
於
け
る
ホ
^

の
屯
衡
を
求 

む
る
こ
ビ
な
き
な
ぅ
.0

斯
く
の
如
く
、
s

-乙
兩
地
方
間
に
何
等
佘
颜
上
の
聯 

絡
な
しW

せ
ば
、
•谷
地
方
に
於
け
る
.利
子
步
合
は
其
地
：
 

特
有
の
金
融
举
情
に
俄
6

て
定
ま
ち
、
他
の
地
に
於
け 

る

資

金

の

雷

給

關

係

に

左

右

.せ

ら

る

 
>

 

こ
と

な

§

結
果 

(£
:

し

て
.ヽ
甲
乙
兩
地
方
間
に
a

利

子

^
.^
が

罾

し

き

開
 

き
を
里
す
る
に
¥

”る
こ
と
ぁ
る
'.可
し
。.
.然
ケ
と
.̂:

も
、

M

典
利
加
又
は
燦
洲
.の
內
地
等
に
於
け
る
蕃
人
の
衬
落

笫
六
號
，

1

四
六

，等

を

除

き

て

は

、

，今
：！！

何

れ

の

國

に

て

も

他

の

地

方

W

 

多
少
の
交
通
又
は
取
引
を
行
，は
ざ
る
部
落
の
存
す
る
乙 

と
な
く
ヽ
殊
に
：郷
便
ヽ
權
信
又
は
鐡
逍
等
に
依
ト
て
聯
鉻 

3

れ
：た
る
市
町
村
：の
間
に
於
げ
る
經
濟
的
關
係
は
日
 々

>

あ
る
’
を

以

て

、

資

金

"
の

雷

給

狀

態

ょ
 

,
b

之

赢

れ

ば

、
原
始
峙
代
を
脫
し
た
る
國
は
各
々

一
 

個
の
規
模
厫
大
な
る
金
融
赛
を
組
織
ぜ
る
も
の
と
着
做 

す
を
妨
げ
ざ
5,

な
6

。換
言
す
れ
ば
ヽ
資
金
の
猶
用
蔣
並 

K

供
給
洛
は
其
の
居
住
地
又
は
_

地
の
如
何
を
間
ば 

ず
出
來
限
6

利
子
の
低
_
^
る
地
方
に
於
て
資
金
を
借 

6

入
れ
或
は
：利
子
0

此
較
的
高
率
な
る
®

に
於
て
K

#

.を
貸
與
せ
ん
と
す
る
.結
果
と
し
て
、
資
金
は
此
較
的
金 

、融
の
緩
;if

な
る
地
方
，ょ
ち
此
較
的
其
の
逼
迫
せ
る
地
方 

に
流
入
じ
利
子
步
合
、
少
な
く
や
も
純
刺
子
步
合
は
夫 

れ
が
爲
め
全
國
を
通
：じ
て
同
率
に
歸
着
せ
ん

ヾ

し

す

る

Q

 

傾
1.
0

を
有
せ
ゲ
。
是
れ
尙
ほ
同
.f

市
町
村
に
於
け
る
谷
. 

*
通
階
赦
の
利
子
步
合
が
常
に
一
致
せ
ん
ビ
す
る
の
趨

勢
を
？

具

I

ず
。

A

そ
商
品
の
市
價
I

地
方
間
&

て
少
ぐ
f

蜃
 

么
.
.v.」

i

も

一

國
內
の
總
て
の
地
方
傲
R
.
於
て
、

に
相
當
す
る
丈
け
の
馨
を
雜
持
ず
る
，̂

常
と
す

。
‘
脊
 

純
利
子
步
合(

從
て
總
利
子
步
合)

が
.
全
然
i
'i
c

す
る
栌
叙
の
使
用
料
た
る
純
利
子
淑
合
も
之
I

じ
く
、
少
ぐ 

如
き
i

は
想
像
す
:a'

を
得
ざ
る
な
1

匆
論
、金

融

關

f

金
融
の
中
心
を
離
れ
2

各
地
方
間
1

C

次
、 

係
の
頗
る
密
接
な
る
.大
都
市
彻
、
例
へ
ば
我
國
仏
於
けj

資
金
.甚

送

す

る
s

t

る
蘋
用
に
相
當
す
る
丈
I

 

るS

產
行
本
支
店
の
所
在
地
に
し
て
、.
其
各
地
の
間|

開
き
を
灕
持
ず
る
の
.傾
向
を
有
せ
'々
。勿
論
、
或
場
合
こ

R
於
け
る
爲
#

が
日

本
親
行
に
依
.̂

て
無
.手
數
料
に
て 

取
扱
は
れ
つ 

> あ
る
東
京
、
大
阪
、
名
古
®
、
PJ
司
等 

.の
都
市
間
に
在
6
て
は
' 

2

の
移
動
攸|

片
の
爲
替 

券
の
送
達
に
依
ぅ
て
圓
?#
に
行
は
る
、
も
の
な
.

cs 

A雛 

も
、
中
央
銀
行
の
提
供
す
る
無
料
爲
替
を
刺
用
す
る
I

一
 

を
得
ざ
る
地
方
間
に
在
ク
て
は
、
資
金
の
輸
送
に
多
少| 

の
費
用
を
要
す
る
が
爲
め
に
、
此
資
金
の
潜
動
が
：完
全 

に
行
は
6 
> 

r

j

と
な
.け
れ
ば
な
力
。
是
れ
貨
物
の
市
货 

か
各
地
方
間
妃
於
て
圣
然
，

. 一

徽
す
る
こ
.と
稀
な
る
の
遡

. 

に

異

な

參

。
I

R
於
け
る
煙
宏
如
く
全
國
到
る 

處
同」

の
公
定
價
格
々
以
て
販
真
せ
ち
る
貨
物
を
除
き 

.

f

-S(

八
玉 
一
V

難

0

利
|

合
:0
.平
銜

於
て
は
H

本
鈸
狞
の
支
店
を
有
：せ
ざ
る
諸
市

の

純

利

.
子
 

步
合
が
全
く
平
衡
を
保
つ
之
^

ぁ

る

可

け

れ

ど

、

こ

は
 

各

市
特
有
の
金
融
事
情
の
爲
め
に
、
純
利
子
步
合
が
偶 

然

1.

致
せ
る
名

の

に

外

衣

ら

ず

し

で

、資
金
の
移
動
が 

全
く
圓
滑
に
行
は
れ
た
♦
に
基

♦

く

名

の

に

非

ざ

る

な

)

論
者
或
は
0

ば

ん

、

商

品

の

顧

送

.に

は

比

較

的

多

ズ
 

の
#

用

を
_

る

が

飲

に

、

同
#.

同
«

の

«

物

が

申

乙
 

?

她

方

間'̂
於

で

少

べ

と

も

此

運

賃

；
に

栩

當

ず

る

«

%
 

を
以
て
寶
買
せ
ら
る
、
は
自
明
の
理
な
る
も
、
货
鞭
の 

,

輸
楚
费
は
颇
る
僅
少
_
な
る
-
が
爲
め
、

V

こ
兩
地
方
の
間 

\
 

,

锴
六
號-

1

辟
七



第
十】

5
 

(

八
五
5

 

‘ .

雜
錄
利
子
货
命
の
平
衡 

に
利
子
步
合
が
货
I

述
送
®
の
關
係
よ
り
し
て
目
立
つ 

稗
の
等
楚
を
保
つ
が
i

な
く
、
‘
況
ん
や
資
金
は
十
央
鈒 

行
支
店
所
在
地
以
外
に
於
て
も
货
幣
を
現
送
ザ
ず
$
も 

爲
替
作
用
に
依
り
て
殆
ん
ど
㈣

罾
の
®
用
を
掛
け
す
し 

て
送
達
す
る
を
得
る
に
非
す
や
V」

。
然
り
、
貨
幣
の
運

) 

送
に
®

す
る
费
用
は
H

1
金
额
に
相
當
す
る
貨
物
の
運\ 

送
'»
に
比
む
て
m
か
^
輕
微
贫
る
を
常
と
す
れ
ど
も
、 

此
费
用
が
金
利£

及
ぼ
す
影
響
は
必
ず
し
も
輕
視
す
可 

き
も
の
に
非
ざ
る
な
b

°

假
り
に
、
金
利
の
比
較
的
高 

き|

小
都
會
に
於
け
る、或
銀
行
が
其
顧
客
よ
ヶ 

年
の
期
限
にV

現
金
一
离
圓
の
貸
付
を
要
求
さ
れ
た
る 

際
、
手
許
在
金
映
乏
办
る
が
爲
め
、：
金
利
の
|
か
に
低 

き
大
都
會
の
或
る
親
銀
行
よ
h

低

利

^

て

一

莴

圆

を

融

一
 

通
し
、
之
を
現
金
に
て
自
己
の
費
用
に
て
取
寄
せ
んV

J

 

せ
：る
に
輸
送
费
十
圓
を
耍
す
る
>」

せ
ば
、
此
®
用
並
に 

返
濟
期
に
於
け
る
：現
金
の
返
送
貴
の
合
計
金
ニ
十
掘
は
'
.. 

小
都
會
の
銀
行
が
其
顧
客
に
嫁
嫁
ず
可
き
を
以
て
、
此

:

第

六

號

一

四

八

願
客
の
支
拂
ふ
利
,&
'

は
此
费
用
’を

要

せ

ざ

る

，
場

合

ょ

b
 

は
年
ニ
厘
方(

一’
璐
|1
1

1
に
對
す
る
ニ
十
圆
の
割)

高
位
に 

®

め
ら
.
る
可
し
。
此
步
合
た
る
や
颇
る
輕
微
な
る
.も
の 

な
る
は
勿
論
な
る
も
、
尙
：ほ
现
金
0
輸
送
费
が
幾
分
た 

b

と
も
刺
子
步
合
を
高
)ft

せ

，し

む

.る

も

の

な

る

と

同

時
 

に
現
金
の
送
達
«

が

各

識

方

間

に

於

け

る

.«
利

子

步

合
 

の
均
«

作
用
を
妨
害
す
る
i

を
證
明
す
る
も
の
に
非
ず 

し

て

何

ぞ

、や

。

觅

に

、

若
し
前
記
貨
借
の
期
限
が1

ヶ 

年
に
非
す
し

て

僅
：.か
に1

ヶ

月

に

過
ぎ
すV

J

せ
ば
、
銀 

行
の
额
客
が
負
擔
す
る
現
余
輸
送
猶
は
一
ヶ

月

に

付
ニ 

厘
即
ち
一
ヶ
年1

1

分
四
厘
の
割
合
に
上
る
な 

〈

又
、
假
b

に
前
記
銀
行
の
頒
.客
が
借
出
金
を
ば
_
ち 

に
現
金
を
以
て
受
領
せ
ず
、
.振
替
預
金
と
し
て
同
银
行 

に
預
け
、
.必
要
に
應
じ
て

^
を
? 1

«

す
ビ
す
る
.も

、

_

 

ほ
多
少
の
現
金
送
逄
費
を
負
擔
せ
ざ
る
を
得
ず
。
如
何
.
' 

ビ
5

れ
ば
、
銀
行
は
當
鹿
預
金
の
膨
脹
に
員
し
て
支
®
 

§
^

8

を
增
加
す
る
め
必
_

ぁ
る
が
爲
‘
め
に
、
現
金
を
他
：

‘
の

地

方

よ
&

取

寄

せ

ざ

る

を

：得

ざ

る

を

以

て

な>
9

0
 

 ̂

し

此

龈

行

が

平

素

當

座

预

金

に

對

し

て

五

割

の

支

*

準
 

備

金

を

锻

く

方

針

を

採

：れ

ぅ

と

せ

ば

、

前

記

顧

客

は

親
 

金

輸

送

と

し

て

年

一

分

ニ 
M

r

相

當

す

る

餘

分

の

利

子
 

を

：支

' *

は

ざ

る

を

得

す

、
、

又

假

り

ド

當

座

預

金

對

支

拂
 

準

備

の

比

率

が

三

割

に

過

ぎ

ず

と

す

る

も

、

此

迢

過

刺
 

率

は

年

七

厘

以

上

に

達

す

可

し

。

：

货
ほ
又
、
爲
替
作
用
に
侬
-

9
て
殆
ん
，ど
何
等
の
费
用 

な

し

结

市
f

乙
畏
資
金
の
簾
を
行
ひ
得
る
こ 

■>

あ
り
て
、
從
つ
て
乙
市
に
於
け
る
資
金
の
需
用
潜
が 

資
金
の
靈
の
爲
め
R

何
等
餘
分
の
金
利
を
負
擔
せ
し 

め
ら
れ
ざ
る
こ
と
な
き
^
し
も
非
ざ
る
洛
ヽ
平
市
よ
り 

乙
市
に
對
す
る
爲
猶
送
金
に
费
用
を
有
せ
ざ
る
は
#
近 

乙
市
が
爲
#

取
組
上
甲
市
^
對
し
て
借
越
の
地
位
に
立 

；

て
.る
場
合
^

限
る
も
の
な
る
が
、
爲
替
の
關
係
上
借
崔 

の
地
位
に
立
て
る
地
方
R

於
け
る
金
融
は
比
較
的
緩
t
 

な
る
を
常
^
す
る
を
以
て
、
此
際
婢
乙
市
が
V

市
よ
り

.

1
 
名 

S

三)

.

,

1

1

1
.

•

;

資

金

の

叙

給

を

仰

ぐ

が

如

き

こ

ビ

勘

か

る

可

&

が

设

に
 

此

場

合

.に

於

て

は

貧

金

金

送

達

の

*

用

.と

金

利

と

の

關
 

係

0

問

題

«

自

.6

消

滅

す

る

に

：至

：る
.な

6

。

さ

れ

ざ

、

.

.

之
.；

i

反
し
て
、
乙
市
が
甲
市
に
對
し
て
爲
替
取
51
上
«
 

|

越
の
地
位
に
立
ち
、
乙
市
の
金
融
比
較
的
逼
a-'
I

,

一
R

、
乙
市
が
甲
市
よ
6

爲
替
作
用
に
，よ
b

資
金
の
供
^
 

を
仰
ぐ
ど
せ
ん
か
、
爲
歡
作
用
を
維
持
す
る
爲
め

に

、

甲
市

よ

6

乙
市

R

現

余

幻

輸
送
ず
る
の
必
要
生
ず
可

き

\

に

f

、
.
乙

市

に

於

0

る

資

金

0
癖

用

者

は

其

輸

送

费
 

j

を

負

*

せ

し

め

ら

る

可

し

o 

.

(

I t
;

)

'

\

討

4
都
會
の
成
行
か
手
許
在
金
の
，隹
备
を
際
に
货
出
の
|1
求
か
_受 

け
f
名

^
吾
、
大
都
市
の
親
鈒
行
'よ
リ
敦
金
^
取
リ
资
せ
、
高
利
I:

\

て
之
為
.̂

句
け
^

金
輸
遂
数
^
同
收
ヤ
ゐ
は
撤
客
吸
集
银
と
し
て
賤 

j

も
拙
劈
る
も
の
と
し
て
、
此

逢
毁
^

借
主
に
_
嫁
极
1'
'
し
て
、

.

従

前

"
同
f

低
利
に
て
贷
付
を
行
ふ
か
、
或

は

寧

養

S

全
然 

拒
絕
.す

!

と
i

?

若
m

i

l

l

に 

自

ら

證

m

ば
、
純
利
字
？

？

銜
は
完
全
に
行
は

ゐ
S

も
の
々
リ
と
云
ふ
‘

描
可
み
も
、
銀
行
が
全
然
C

B
の
K

川
^
 

以
て
1

恶
の
.爲
め
.に

,̂

金
^
取
锻
す
る
が
如
寺)

と
-は
或
ス
、特
识
り
：
. 

親
<
2か
除
く
の
外
想
傲
す
ス
i

攀

o

又
、
m

銀
行
r

に
對
し
て

慮

靈

.：

マ
？l:i)

■

■

ソ



)!

■'!

;}

鴻

■I4
k

I
：■!

1

丨

，
黹
十
ニ
赞
-

‘

(

八M

四)

雜
；

‘
錄
.
‘

利
+

级
合
の
书
|1
, 

-
货
3

4*

抵
鉍
せ
It

、
A

は

常

然

乙

’
鈒

妒

に

池

撖

か

誧

求

し

乙

鈒

行

ん 

淇
關
求
か
綷
れ
ざ
れ
ぱ
、1

2

紙
行
に
交
涉
か
試
み
る
な
ら
ん
-。

I

 

艰
は
同
地
に
於
け
る
金
.利
か
舁
略
せ
し
む
る
に
：中
；る
可
し
。
さ
れ
ば 

孰
れ
の
猓
合
に
於
て
，む
、
金
融
の
通
逍
せ
る
，地
方
の
純
利
子
は
上
述 

の
如
く
视
送
柷
に
扣
常
す
る
舟
合
丈
け
他
の
地
方
に
比
し
て
ヒ
職
す 

る
，の
傾
向
か
•衣
す
る
も
の
^

リ
と
推
晰
す
.る
^

妨
げ
r

ら
ん
か
o
.

以

上
論
述
す
る
所
に
依
り
て
、
.地
方
問
に
於
け
る
資 

金
の
.送
達
に
多
少
の
#

用
を
®

す
る
も
の
な
る
乙
と
は 

明
次
ら
ん
。
苦
し
屮
地
方
ょ
b
乙
地
方
に
現
金
を
轍
送 

す
る
に
際
し
て
何
等
の
手
數
、
運
賃
等
を
要
せ
ず
^
せ 

ば

、
'總
刺
子
步
合
の
.主

：耍

な

る
i

た
る
純
利
子
步
合
i 

は
一
國
內
祀
於
て
全
然
同
率
を
雜
持
す
る
の
傾
向
を
有 

し
、
|

つ
地
方
間
に
於
け
る
總
利
子
步
合
の
阅
き
も
.[3 

ら
il
tt
®

內
に
於
て
S

少
す
る
の
結
架
を
呈
す
る
も
の 

な
る
も
前
述
の

»
#
5S
M

上

の
费
川
が
此
艰
.

を

妨
害 

す
■る
.の
作

用

を

す
る7

p

の
な
る
こ
ミ
を
穿
過
す
可
力 

&

ざ
る
な
0

。
而
し
て
此
純
利
子
步
合
均
衡
が
阻
寄
せ 

ら
る
、
殺
度
は
送
達
資
金
に
對
す
る
輸
送
喪
の
比
，率
に

依

り

て®
ま

る

も

の

W

す

。

.

..

地
方
間
に
於
け
る
.此
純
利：

子
步
'
合
の
本
銜
作
用
、
之 

に
對
す
る
資
金
送
達
贺
の
關
係
，並
に
總
利
子
歩
合
に
及
. 

ぼ
す
此
不
完
令
：な
る
：伞
衡
作
用
は
右
に
揭
ぐ
る
水
腿
機 

，式

gl

解
を
參
照
せ
ば
荷
ほ
一

層
明
腧
に
了
解
す
る
こVJ 

.
\

 

を
得
可
し
。
 

一
 

圖
中
に
示
す
が
如
ぐ
、

組
の
水
槽
八
B

C

は
乙
組
一 

の
水
«

0

B

Fマ
し
水
管
0
,に
依
6

て
接
續
ぜ
&

る
o
.ifj

 

し
此
水
管
內
R

何
等
の
妓
骰
な
く
、
¥

組
ど
乙
組
ど
の

\ 

間
に
於
け
る
水
の
流
動
が
余
く 
s

lri
i

な6
V
J

せ
ば
、
總

| 

て
の
水
槽
內
の
水
«

.は
完
全
に
^

衡
を
保
.つ
可

き

ば
明 

一M
 

か
な
W

。
從
つ
て
诺
し
或
る
原
因
の
爲
め
卬
紕
の
水
枬
一 

の
水
面
が
#

騰
す
る
か
、
若
し
く
は
..乙
組
の
水
槽
の_ | 

水

面

が

降

；下

せ

ば

、
水

は

甲
ょ
6

S

R
流
入
し
て
、
兩
.
 

潘
問
の
水
而
の
^

衡
を
恢
«

す
る
に
至
'る
可
し
。
然
る 

■ 
•

«?
?

圖
中
，に
示
す
が
如
ぐ
、
水
管

G

「

の
內
部̂

は
其

內

：

,

面
せ
の
間
に
寸
毫
の
問
隙
を
剩
さ
ず
、
.而
か
も
何
尊
の 

’

、

頌
十
二
卷

(

八
羞

)

' 

雜
'
 

錄

：
利
午
步
合
0$
銜
.

摩
擦
な
く
レ
て
前
後
，に
自
由
に
滑
走
せ
.し
め
得
る
：搗
0
 

形
の
一
小
栓
h

あ
.

C
S

て
、
其
前
後
に
ば
夫
れ
と
水
槽
C
 

並
に
せ
と
の
間
に
同I

の
彈
力
を
有
す
る
螺
旋
形
に
卷 

&

た
る
針
金
を
肢
磴
せ
&

0

荇
し
、
咿
組
の
水
槽
內
の
水 

腿
が
乙
视
の
水
壓
に
比
し
け
れ
ぱ
、
此
滑
走
检
は
水
管 

0
の
小
央
に
其
位
磴
を
占
む
る
も
の
な
り
と
す
。
さ
れ 

ど
、，
今
假
り
に
邓
組
の
水
槽
內
亿
於
け
る
水
が
或
る
旅 

因
の
爲
め
に
增
加
す
る
か
又
は
乙
紐
の
水
が
減
少
し
て 

雨
者
の
水
商
の
間
に
著
じ
き
高
低
を
生
じ
次
ぱ
、.s

-紐

 

內
の
水
は
水
管
0

を
通
じ
て
こ
組
に
流
ス
せ
ん
と
す
る 

結
*
、
滑
走
栓
じ
は
水
槽
ド
の
方
而
に
移
泐
す
る
に
至 

る
可
し
。而
か
も(

h

^
孖
ゼ
の
間
に
裝
谠
せ
る
螺
旋
形 

針
金
の
彈
カ
«

幾
分
か
此
水
糜
作
用
^

妨
害
す
可
き
.に
. 

由
り
、
甲
組
せ
乙
組
：ヒ
.の
間

に

堯

全

な

.
る

水
準
®
¥
鋪 

を
見
る
こ
'
S

を
得
ざ
る
な
b

?

.
換
言
す
れ
ば
、
甲
1[
1

內 

の
水
が
-
水

管

に

流

入

し

て

、

其

腿

カ

に

、依

6

て

乙

組

內
 

の

水

而

を

昇

騰

せ

ち

.め

穴

る

後

に
.於

て

、

甲

飢

內

の

水

.

' 

f

パ

* .
一

玉

一



.

.
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第
十
一
s
 

(

八
3E
S

雜

，
錄

¥1

十
步
合
.の
平
衡

W

は

尙

ほ

，
乙

組

內

0

水
準
に
比
し
て
稍
.
々
高
位
を
保
.つ

■
可
し
。

：
.
. 

'‘.
‘
，.
，

..

此
水
腮
機
式
.說
叨
中
の
螺
旋
針
金
の
彈
力
は
即
ち
资 

金
の
輸
送
费
を
表
示
せ
る
も
の
に
外
な
ら
ず
。
其
針
金 

の
彈
カ
强
げ
れ
ば
水
準
の
弗
衡
を
妨
窖
す
るM

W

甚
だ 

し
く
、
又
其
の
禪
力
弱
け
.
れ
ば
ヽ
此
：中
衡
が
比
較
的
完 

全
に
行
は
る
、
<|同
じ
く
ヽ
各
地
方
問
に
於
け
る
資
金 

の
送
達
费
多
额
に
上
る
と
せ
ば
、
各
地
方
問
に
於
け
る 

純
利
子
步
合
の
開
き
箸
し
く
、又
其
輸
送
费
少
け
れ
ば
、
 

利
■

は
自
ら
比
較
的
僅
少
な
る
可
し
。勿
論
、偾
權
偾
務 

滿
.の
問
に
於
て
實
際
に
授
受
せ
ら
る
、
利
子
は
純
利
子
. 

以
外
に
手
數
料
並
に
保
險
料
を
岔
む
も
の
な
れ
ば
、
金 

副
.界
に
fc

て
F
l
p
rfi

は
る
\
济
子
步
合
か
純
利
子
步
合 

の
關
き
以
上
に
谷
地
方
問
に
於
て
等
差
を
維
持
す
る
こ 

ビ
ぁ
る
可
き
を
記
惚
せ
ざ
る
可
か
ら
中
り
假
む
に
、*]
1
^
 

兩
市
Il
i

l

R
於
け
る
純
利
子
步
合
の
開
&

が
僅
か
に
年
五
. 

厘
に
過
ぎ
ず
S

す
る7

P
、

苦
し
こ
市
に
於
け
る
货
昔
に

:

 

,
.
'•■
ノ 

，
辦

六

破

.
一
五
二

伴
ふ
手

數

料

と
危
險
ビ

が
甲
市
に
比
、し
て
遙
か
に
蓊
し 

o

れ
ば
ヽ
實
際
の
利
子
步
合
が5

-

市
に
て
は
最
低
年
四 

分
乃
：生
五
分
な
る
に
、‘
乙
市
に
，在
5

て
は
®

低
八
分
乃 

至

1

割
に
上
る
こw

な
し
と
せ
ざ
る
な
ぅ
。
或
は
之
に 

反
し
て
、純
利
子
步
合
は
^

市
に
於
て
比
較
的
低
き
も
、 

同
市
に
於
け
る
貨
借
上
の
手

數

並

に

危

險

、
の

程

度

が

こ
 

市
ょ
り
も
著
し
き
結
染
ビ
し
て
、
屮
市
に
て
行
は
る
、 

利
子
步
合
が
乙
市
に
於
け
る
ょ
り
は
高
率
を
維
持
す
る 

乙
.ビ

な
し
と
せ
.す
.
0

以
上
地
方
問
に
技
け
る
刺
子
步
合
の
平
衡
に
就
き
て 

說
述
せ
み
こ
と
が
實
際
の
#
賞
と
符
合
せ
る
名
の
な 

る
を
立
證
せ
んv

j

欲
せ
ば
、
勢
a

各
地
に
行
は
る
、
純 

利
子
步
合
を
比
較
す
る
乙
と
を
喪
す
る
も
、
純
利
子
步 

合
の
高
低
は
亚
破
に
之
を
知
る
こ
と
不
可
能
な
6

。
如 

何
ど
な
れ
ば
、
偾
權
偾
務
漭
が
相
互
問
に
利
子
の
步
合 

を
協
定
す
る
に
當
纟
て
、-
純
利
子
は
幾
何
、
手
數
料
並 

に
保
險
料
は
幾
何
と
云
，ふ
が
如
く
、
利
子
の
谷
要
素
に

. . . ’：： .， • .  

h i • . . .
in ‘ •

就
き
て
割
合
を
定
む
る
こ
ビ
な
く
、
唯

货

然

ど

利
 

子
步
合
幾
何
ど
し
て
摘
定
す
ん
に
過
ぎ
す
し
て
、
S

務 

^

は
^

^

愤
權
激
ど
^

も
^

際
^-

授
受
し
つ
、
ぁ
る
利 

子
の
耍
素
問
^

於
け
る
割
合
に
就
§
て
正
確
な
る
紙
念 

を
有
す
るM

-

と
始
ん
ど

絕
無
な
る
を
以
て
な
り
。
3

れ

一
 

ど
、
純
利
子
步
合
に
最
も
近
&

か
、
少
く
S

も
手
數
料\ 

並
.に
保
臉
料
の
割
合
が
各
地
方
に
於
て
最
も
相
接
近
せ
一
 

做
1

^

る
«

際
の
利
子
步
合
の|

例
と
し
て
有

.\ 

價
■
券
を
擔
保
ど
せ
る
鈒
行
®

出
金
の
利
子
步
合
を
擧
.I. 

ぐ

る

こ

得

ん

か

。勿
論
、有
.惯
證
券
と
雖
も
其
純
類
一 

II

る
多
ぐ
從
つ
て
债
權
潘
の
.利
益
'を
«

«

す
.る
の
程
度
一 

一
機
なb

v
j

云
ふ
こ
S

を
得
ず
。
叉
、
貨
借
期
問
に
畏\ 

短
ぁ
.る
の
み
な
らず
ヽ
金
額
も
亦

一

定
せ
る
も
の
に非

\ 

ず
。
從
つ
て
、
此
稀
の
©

借
に
於
て
も
手
數
料
及
び
保 

險
料
の
率
が
谷
地
方
典
に
同
一
な
b

i

一！

4

ふ
能
は
ざ
る 

は
多
言
を
®

ひ
す
し
て
明
か
な6「

さ
^

ざ
、
*
'
行
貨
时

又
は
其
他
確
實
な
る
信
用
を
有
す
る
銀
行
會
»[
:

の
.株
券 

或
は
偾
券
等
な
.
る
を
常
ど
し
、.
11

つ
此
柿
の
證
券
を
擔 

保
S

す
る
贷
付
に
は
多
ぐ
の
手
數
を
要
す
る
J

な
き
も 

の
な
れ
ば
、
此
秫
の
贷
借
に
就
き
て
定
め
.ら
る
>
利
子 

步
合
に
は
保
臉
料
及
び
手
數
料
を
含
む
_」

ど
比
較
的
に 

少
な
ぐ
、
興
利
子
步
合
の
大
部
分
は
純
利
子
步
合
な
6
 

_ 

S

看
做
す
を
妨
げ
ず
。
從
つ
て
葙
し
地
方
||
«

に
於
て
有 

價
.
©
券
を
擔
保
ヒ
す
る
銀
行
«

出
の
利
子
步
合
R

荇
干 

の

開

き

办

す

れ

ば

、
そ
は
芋
數
料
及
び
保
險
料
の 

割
合
の
高
低
ょ
d
,
生
.ず
る
の
現
象
な
り
ビ
す
る
ょ
り
.も 

寧
ろ
«

?

步
合
の
等
差
に
*

、つ
.
ぐ
も
の
な
6

と
認
め
^
 

る
が
如
し
。
さ
れ
ば
、
此
理
由
に
基
づ
き
て
迕
に
證
券 

贷
付
利
子
步
合
の
統
計
を
)9

.ひ
て
赏
隙
に
於
け
る
利
子 

步
合
平
衡
の
程
度
を
知
ら
ん
と
欲
す
。

官
報
千
七
百
三
十I

號(

大
正
七
年
五
月
十
三
ぽy

に

载
せ
贪
る
大
藏
省
の
«

赍
に
係
る
大
正
六
年
十
ニ
;1

中 

の
擗
私
！1
£と

し

て

用

ひ

も

，る

、

布

©

證
券
は
公
债
K

書

の

全

國
'金
利
表
に
就
&

て
之
を
觀
る
に
、
.全
1!

西
七
十
. 

f

.

s
 

(

八
I

、
雜

錄

利

子

涉

合

の

平

衡
• 

第
i

 

一
 

i
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C

八
玉
八)

錄

，
利

そ

ル

合

の

平

衡

.

- ^ T ^ r s

七
に
上
る
取
區(

朝
鮮
、.

襄
歸
、.
棒
太
を
除
外
す)

に
於 

て
同
月
々
末
に
行
は
れ
だ
る
利
子
步
合
♦は
最
高
を
年
一

.
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六
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分

ル
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、
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最
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幺
年
六
分
丑
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し
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表L

 

示
す
が
如
く
都
合
四
十
一
秫
を
數
ふ
。

斯
く
の
如
く
、
全
國
西
七
十
七
の
市
區
に
於
て
行
は 

る
ゝ
，證
#
®
出
し
刺
子
步
合
の
數
が
同
じ
く
百
七
十
七 

に

非

ず

し

て

、

僅

か

に

四

十

一

に

-®
'
ぎ

ざ

る

は

純

利

子
 

涉

合

が

地

方
ti
l
l
に

於

て

一

致

す

る

の

傾

，
：

i：

を
有
す
る
こ 

$

を
明
示
せ
る
も
の
な
.り
€

す
。
而
か
も
同
利
子
#
合 

か
全
然
均
等
の
率
を
示
ざ
る
は
上
文
に
®

說
せ
る
純
利
.
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r
I
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丨

一。过
八
丨

奚
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一

a
»
l
r

•
K
w
n

四

1. 

J

七

七

子
本
衡
の
！I:

樹
作
用
に
基
く
も
の
な
る
乙
と
.，を
不I

元 

全
.な
か
ら
立
®

せ
b

.t
l
ム
.
ふ
を
得
ん
力
。
^

€

#

は
^
 

率
の
數
が
遙
沪
に
电
區
の
數
ょ
り
少
&
は
數
多
の
地
方 

に
於
け
る
步
合
が
偶
然
暗
合
せ
る
結
煨
に
し
て
、
必
ず 

し
も
純
利
子
步
合
の
均
衡
作
用
の
誘
致
せ
る
双
#
な
り 

と
斷
定
す
る
，̂
と
を
得
ざ
る
に
非
ず
命
と
日
は
ん
。」

！
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三
の
地
方
に
於
け
る
.利
子
步
合
が
均
衡
作
用
ょ
6

も
寧 

ろ
他
の
旅
闽
の
爲
め
に
偶
然一

致
せ
る
例
の
間
々
あ
る 

可
き
は
否
足
す
る
を
得
ざ
る
^

實
な
.る
が
、
前
表
に
现 

は
る
、
が
如
く
、
步
合
の一

致
が
七
分
乃
策
九
分
の
間 

に
最
も
多
く
し
て
此
範
11

內
の
步
合
の
行
は
れ
し
布
區 

が
全
數
：fl
七
十
七
の
內
西
三
十
四
に
上
れ
る
の
み
な
ら 

す
、
北
中
八
分
乃
浼
九
分
の
氣
合
を
有
せ
し
市
區
の
み 

に
て
も
八
十
ニ
即
ち
全
數
の
四
割
六
分
强
に
上
れ
る
の

.
f

事
は
箪
に
暗
合
の
.結
’果
な
：6
を

：
論

，じ

去

.る
，を
骨
$
る 

可
し
。
如
何
ビ
な
.れ
ぱ
ヽ
假
り
に
此
現
象
が
膪
合
の
結 

架
に
外
な
ら
ず
と
せ
ば
、
低
率
又
は
高
率Q
步
合
中
に 

\

も
一
致
せ
る
例
の
多
か
•る
可
き
^

な

る

も

，七

分

以

下

又
 

.
1

は

一

，
割

以

上

の

步

合

中

に

は

率

.の

1

致
せ
る
例
極
め
て 

\

少
け
れ
ば
な
ぅ
。
而
か
も
尙
ほ
此
樅
斷
の
.疋
確
な
る
こ 

|

と
を
疑
ふ
者
あ
ら
ば
、
乞
ふ
左
に
揭
ぐ
る
圖
表
を一

見 

I
.

し
.て
其
疑
念
を
ー
.
掃

せ

ょ

、。

o
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0

0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
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